
ま え が き

沖縄に通うようになってもう十数年が過ぎた。
まずは沖縄を知らなければならない。そう思って、那覇空港でレンタカーを
借り、沖縄本島を一周した。普天間飛行場や嘉手納基地などの米軍基地を見た。
沖縄は「基地の島」であった。首里城をはじめ座喜味城や今帰仁城、勝連城、
中城城などの琉球王国関連の史跡を訪ねた。沖縄は「歴史の島」であった。斎
場御嶽を訪ね、その先に久高島を眺めた時、沖縄は「祈りの島」だと思った。
北の辺戸岬では「祖国復帰闘争碑」を、南の糸満では「ひめゆりの塔」を見
た。それらは訪れる者に声なき声でさらなる沖縄の姿を伝えようとしていた。
その後、先島と総称される宮古諸島と八重山諸島の島々を訪ねるようになっ
た。宮古諸島の宮古島では仲宗根豊見親玄雅のミャーカを、多良間島では土原
豊見親春源のミャーカを見た。八重山諸島の石垣島ではオヤケアカハチの騎馬
像と大浜の海岸にあるアカハチが残したという伝説の「足跡」を、竹富島では
西塘の墓の上に建てられた西塘御嶽を見た。これら先島の4つの島々とそれぞ
れの島を代表する4人の人物は、1500年、琉球王国の尚真治世下で起こった
「オヤケアカハチの乱」という一本の糸で結ばれる。先島の島々もまた「歴史
の島」であった。
沖縄を知る旅は現在進行形である。それが終わりのない旅であることは間違
いない。沖縄はそれほどまでに広く深い対象であるとともに、沖縄を知れば知
るほどさらに知りたくなるという、汲めども尽きぬ魅力を持っているからであ
る。
本書は、そうした筆者の沖縄を知ろうとする旅の中で、その時々に抱いた関
心をまとめたものである。

2016年3月
著者
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